
顕
微
鏡
に
関
す
る
関
心
は
未
知
の
微
小
世
界
へ
の
好
奇
心
に
始

ま
る
。
十
六
世
紀
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ヤ
ン
セ
ン
や
レ
ー
ヴ
ェ
ン
フ
ッ

ク
に
よ
り
、
顕
微
鏡
の
歴
史
が
始
ま
っ
た
。
十
七
世
紀
の
半
ば
よ

り
十
八
世
紀
の
半
ば
に
至
る
百
年
間
が
西
洋
に
於
け
る
顕
微
鏡
の

絢
燗
た
る
発
展
時
代
で
あ
っ
た
。
ロ
バ
ー
ト
・
フ
ッ
ク
や
レ
ー
ヴ

ェ
ン
フ
ッ
ク
が
成
果
を
発
表
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・
カ
ル
ペ
パ
ー
、

マ
ー
チ
ン
・
カ
ブ
ら
の
製
作
が
輩
出
し
た
。
こ
れ
ら
が
我
が
国
に

波
及
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
が
、
鎖
国
時
代
の
影
響
で
全
く
資

料
が
見
ら
れ
な
い
。
長
崎
オ
ラ
ン
ダ
商
館
日
記
に
よ
れ
ば
、
十
七

世
紀
中
頃
迄
に
遠
眼
鏡
や
、
眼
鏡
が
少
な
か
ら
ず
輸
入
さ
れ
、
一

七
一
二
年
に
出
版
さ
れ
た
寺
島
良
安
の
「
和
漢
三
才
図
会
』
に
近

眼
鏡
・
遠
眼
鏡
・
虫
眼
鏡
・
数
眼
鏡
等
の
解
説
が
あ
る
。
欧
州
で

マ
ー
シ
ャ
ル
型
の
発
明
が
一
七
○
○
年
頃
、
カ
ル
ペ
パ
ー
型
が
一
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史
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微
鏡
の
歴
史
Ｉ

和

田
和
代
史

七
三
○
年
頃
で
あ
る
こ
と
よ
り
こ
の
記
載
は
複
式
顕
微
鏡
で
は
な

く
、
顕
微
鏡
は
一
七
五
○
年
以
降
に
我
が
国
に
伝
え
ら
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
一
六
九
○
年
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
と
し
て
ド
イ
ツ
の

ケ
ン
ペ
ル
が
来
日
し
、
江
戸
に
訪
れ
て
い
る
が
、
管
秋
の
『
長
崎

虫
眼
鏡
」
（
一
七
○
三
年
版
）
に
よ
る
と
輸
入
品
を
模
し
て
長
崎
で
レ

ン
ズ
が
製
作
さ
れ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
、
日
本
で
レ
ン
ズ
を
造
っ

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
七
世
紀
中
頃
か
ら
紅
毛
人
に
よ
り
、

マ
ー
シ
ャ
ル
や
カ
ル
ペ
パ
ー
型
の
顕
微
鏡
が
長
崎
を
経
て
輸
入
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
吉
宗
が
将
軍
と
な
り
藺
学
が
普
及
し
始
め

た
頃
の
一
七
六
五
年
、
後
藤
梨
舂
の
「
紅
毛
談
』
が
舶
来
の
奇
器

と
し
て
紹
介
し
た
の
が
我
が
国
最
初
の
顕
微
鏡
の
記
載
で
あ
る
。

現
物
の
存
在
は
不
明
で
あ
る
。
大
阪
の
商
人
で
木
村
茉
葭
堂
と
い

う
エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
ジ
ス
ト
で
舶
来
の
骨
董
の
コ
レ
ク
ト
マ
ニ
ャ

が
顕
微
鏡
を
蔵
し
て
お
り
、
親
交
が
あ
っ
た
油
屋
の
服
部
永
錫
が

顕
微
鏡
に
深
い
関
心
を
抱
き
、
数
人
の
職
人
と
共
に
手
製
の
も
の

を
造
り
上
げ
た
。
一
七
八
一
年
（
天
明
元
年
）
中
井
履
軒
は
服
部
永

錫
に
面
会
し
、
顕
微
鏡
の
構
造
・
鏡
検
の
結
果
を
『
顕
微
鏡
記
」

に
著
述
し
た
。
千
字
余
り
の
小
文
で
あ
る
が
、
文
頭
に
「
立
法
製

器
は
易
道
の
大
用
、
顕
微
藺
幽
は
聖
人
の
極
功
」
と
い
う
儒
学
者
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ら
し
い
言
葉
以
外
は
純
然
た
る
観
察
記
録
で
あ
り
、
顕
微
鏡
の
構

造
や
観
察
記
録
を
記
す
現
存
す
る
最
も
古
い
文
献
で
あ
る
。
本
史

料
館
の
三
脚
型
顕
微
鏡
は
こ
の
時
代
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
数
年

後
の
、
一
七
八
七
年
森
島
中
良
の
『
紅
毛
雑
話
」
で
は
〃
近
頃
舶

来
「
ミ
コ
ラ
ス
・
コ
ー
ピ
ュ
ム
」
と
い
う
顕
微
鏡
あ
り
″
と
表
現

さ
れ
、
挿
図
は
司
馬
江
漢
に
よ
る
銅
版
画
で
あ
る
。
履
軒
の
『
顕

微
鏡
記
」
と
こ
の
『
紅
毛
雑
話
」
は
同
じ
型
の
顕
微
鏡
と
思
わ
れ
、

細
か
い
動
植
物
の
部
分
を
描
い
て
い
る
。
一
六
六
五
年
の
ロ
バ
ー

ト
フ
ッ
ク
の
『
ミ
ク
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』
が
、
生
命
の
細
胞
を
画
き
、

命
名
し
た
が
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
顕
微
鏡
を
初
め
て
手
に
し

た
時
何
を
最
初
に
見
る
か
と
い
う
と
、
人
体
の
毛
や
、
蚊
・
シ
ラ

ミ
・
ノ
ミ
や
植
物
の
ケ
シ
・
ゴ
マ
の
種
子
や
花
粉
等
で
あ
る
こ
と

は
興
味
深
い
。
『
ミ
ク
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ア
』
と
『
紅
毛
雑
話
』
の
ス
ケ

ッ
チ
を
比
べ
、
一
七
七
八
年
日
本
で
最
初
に
藺
草
の
蘂
組
織
を
小

さ
く
描
き
、
我
が
国
で
初
め
て
細
胞
を
観
た
三
浦
梅
園
に
つ
い
て

も
述
べ
た
い
。

次
に
、
一
八
二
三
年
に
来
日
し
た
、
シ
ー
ボ
ル
ト
と
顕
微
鏡
と

の
関
係
は
、
三
年
後
の
文
政
九
年
長
崎
か
ら
江
戸
に
出
発
し
た
時

に
、
宇
田
川
溶
庵
が
シ
ー
ボ
ル
ト
に
教
え
を
う
け
植
物
学
研
究
の

協
力
を
し
、
別
れ
に
際
し
て
、
グ
ラ
イ
ヘ
ン
型
の
組
立
顕
微
鏡
を

贈
ら
れ
て
い
る
。
助
手
の
ビ
ュ
ル
ヘ
ル
が
江
戸
の
宿
舎
で
の
ス
ケ

ッ
チ
に
は
、
カ
ブ
型
の
顕
微
鏡
が
小
さ
く
描
か
れ
て
あ
る
。
ま
た
、

シ
ー
ボ
ル
ト
が
長
崎
滞
在
中
に
伊
藤
圭
介
が
半
年
学
び
、
こ
の
際

に
顕
微
鏡
を
贈
ら
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
本
草
学
者
・
洋
学
者
の

飯
沼
慾
斎
は
『
草
木
図
説
」
を
著
述
す
る
た
め
、
花
の
解
剖
な
ど

に
顕
微
鏡
の
必
要
を
感
じ
、
蘭
籍
よ
り
構
造
を
研
究
し
名
古
屋
の

職
工
に
製
作
さ
せ
、
こ
れ
が
現
在
飯
沼
家
に
伝
わ
る
典
型
的
な
カ

ブ
型
の
顕
微
鏡
で
あ
る
。
シ
ー
ポ
ル
ト
が
も
た
ら
し
た
植
物
解
剖

組
立
式
顕
微
鏡
が
、
こ
れ
ら
の
洋
学
者
に
よ
り
、
我
が
国
の
本
草

学
の
発
展
に
寄
与
し
た
事
実
を
特
に
強
調
し
た
い
。
平
成
七
年
に

本
史
料
館
が
所
蔵
し
た
「
虫
蕊
認
」
と
箱
さ
れ
た
一
台
と
、
カ
ブ

型
の
反
射
鏡
の
な
い
和
製
の
顕
微
鏡
を
紹
介
す
る
。

我
が
国
の
顕
微
鏡
の
歴
史
は
、
西
洋
よ
り
百
年
余
り
遅
れ
西
洋

の
顕
微
鏡
を
模
造
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
史
料
館
が
所
蔵
し
て

い
る
カ
ブ
型
・
カ
ル
ペ
パ
ー
型
・
ド
ラ
ム
型
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
顕

微
鏡
を
呈
示
し
、
我
が
国
の
顕
微
鏡
と
の
比
較
の
歴
史
に
つ
い
て

述
べ
た
い
。（

京
都
医
史
学
研
究
会
、
日
本
医
史
学
会
和
田
医
学
史
料
館
）
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